







2017 年 3 月をもって、筆者の高等部人権教育主
任の任期（5 年）が終了した。今回は 2 回目であっ
たため、前回と合わせると在勤 27 年中 10 年間、
この仕事をしていたことになる。最初の任期（1996









































『関西学院高中部百年史』（1989 年 11 月３日発行）
高等部における「同和講座」・「人権講座」の変遷
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2 学期が 2 年生、3 学期が 1 年生の「同和講座」
であった。しかしながら、入学間もない 1 年生を
対象に、まず最初に「人権講座」を展開する必要
があるとの認識から 2008 年度より、1 学期が 1





ことにも意味がある。ただし、1 年生の 1 学期に
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テーマ：	 「力をかけ続けることの必要性　　～数十年の単位で人権問題を考える～　」 























































3 年生と 1 年生、2 学期は 2 年生と 3 年生、3 学





















































































2017 年 7 月の内閣支持率低下で、少しだけブ
レーキがかかるかもしれないが、2018 年は、憲
法改正の国会発議、それに続く国民投票が行われ


















































4	 古田晴彦　『デス・エデュケーションと人権教育』（『関西学院大学人権研究』第 20 号，2016）
＊	冒頭の「1. 人権課題の多様化」のところで、人権問題の領域や種類が増加の一途をたどっていることを紹介している。
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多様性を認め、それぞれを「個人」として互いに
尊重すること。居心地が悪くても、だからと言っ
て排除したり殺し合うのではなく、その状況を我
慢し（tolerable ＝寛容な・我慢できる）、共に生
きていく方法を探ること。果てしない道ではある
が、「個人を尊重する」人権教育が果たすべき使
命は、これから先もなくなることはない。
人権講座の継続も、人権尊重文化の拡大・発展
のための「不断の努力」の一つである。
高等部における「同和講座」・「人権講座」の変遷
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